
 

重 要 事 項 説 明 書 

居宅介護支援サービスの提供の開始にあたり、当事業者があなたに説明すべき事項は、次のと

おりです。 

（事業の目的） 

第１条  株式会社富永調剤薬局が開設する、アミューズ富永  居宅介護支援事業所  福富           

（以下「事業所」という）が行う指定居宅介護支援の事業（以下「事業」という）は、居宅にお

いて要介護状態にある高齢者に対し、適切な居宅介護支援を提供することを目的とする。 

（運営の方針） 

第 2 条 

(1) 事業所の介護支援専門員は、可能な限り利用者の居宅に置いて、その置かれている環境等

に応じて、利用者の選択に基づき、適切な保健医療サービス及び福祉サービスが、多様な

事業者から総合的かつ効率的に提供されるよう援助を行う。 

(2) 事業の実施にあたっては、利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立って、

利用者に提供される指定居宅サービス等が特定の種類又は特定の居宅サービス事業者に不

当に偏することのないよう、公正・中立に行う。また、市町村、地域包括支援センター、

他の指定居宅介護サービス事業者、介護保険施設等との連携に努めるものとする。 

 

１． 事業者の概要 

事業者の名称  株式会社 富永調剤薬局 

事業者の所在地 岡山市南区築港緑町１－１５－２６ 

代表者     代表取締役 富永 民雄 

 

２． 事業所の概要 

事業所の名称  アミューズ富永 居宅介護支援事業所 福富 

事業所の所在地 〒700-0942 岡山市南区豊成三丁目 23-25 ﾋﾞｭ―ﾃｨﾌﾙﾌﾟﾗｻﾞ 101 

電話番号    （086）259-0263 

ＦＡＸ番号   （086）899-6721 

指定事業所番号 第 3370114245 号 

管理者の氏名  裏巽 真也 

 

３． 事業の実施地域 

岡山市（旧御津町・旧建部町・旧瀬戸町を除く）、玉野市、倉敷市（旧真備町・旧船穂町

を除く） 

 

４． 営業日及び営業時間 

営業日  月曜日から金曜日まで（但し、１２月２９日から１月３日及び祝日を除く） 

営業時間 午前８時３０分から午後５時３０分まで 

 

５． 職員の体制 

管理者 １名  介護支援専門員 ５名以上 

 

６． 居宅介護支援サービスの内容 

① 要介護認定（更新及び変更申請を含む）の申請の支援・代行を行います。又、介護保険

に関する、各種の書類の作成、届出を行います。 



 

② 利用者及びその家族の希望、利用者の身体や精神の状況、生活状況を総合的に評価し、

居宅サービス計画の作成を行います。 

③ 介護保険制度及び居宅介護支援に関しての説明や、利用者及びその家族の介護や生活上

の様々な相談に乗り、必要な情報提供、支援、アドバイスを行います。 

④ 提供の開始に際し、あらかじめ利用者及びその家族に対して 

・利用者は複数の指定居宅サービス事業所等を紹介するよう求めることができること。 

・利用者は居宅サービス計画に位置付けた指定居宅サービス事業所の選定理由の説明を

求めることができること。 

について説明をさせて頂いたうえで、特定の種類又は特定の事業所に不当に偏すること

なく、公正中立の立場で、サービス事業所に関する情報を提供し、利用者及びその家族

の意思を尊重してサービス事業所を選択し、事業所との連絡・連携・調整などを行い、

利用者へのサービスが一体的に提供されるよう、連携を図ります。 

※当事業所のケアプランの訪問介護・通所介護・地域密着通所介護・福祉用具貸与の利

用状況は別紙のとおりである。（別紙参照） 

⑤ 利用者が居宅において生活することが困難になったと認める時、及び利用者が介護保険

施設への入所を希望する場合には、適切な施設の紹介を行います。（申し込みに関しては、

直接契約ですので代行できない場合もあります。また、施設が満床ですぐに利用するこ

とができない場合もあります。） 

 

（留意事項） 

① 居宅介護支援事業所との契約後、介護保険サービス（住宅改修・特定福祉用具購入を除

きます。）のご利用がない場合は、居宅介護支援の提供は行われません。再開を希望され

る場合はお申し出下さい。（相談等ございましたら、ご連絡ください。） 

② サービスのご利用を開始する場合や、サービスの回数や内容、利用事業所等の変更又は

要介護更新（変更）申請を受けられた場合は、サービス計画書の再作成及び、サービス

担当者会議をする必要があります。ご希望がある場合は、担当の介護支援専門員にお申

し出下さい。 

③ 少なくとも、１月に１回は、ご自宅を訪問し、利用者本人と面接をさせていただきます。

また、次月のサービス利用票（１月のサービスの利用予定や利用料金を記載したもの）

を確認していただき、確認印を押していただきます。 

④ 少なくとも、１月に１回は、サービスの利用状況や身体・精神・生活の状況、サービス

の効果や本人や家族の希望等を伺い、評価し、記録として残します。 

 

７． 利用料金 別紙参照 

居宅介護支援の利用料は、支援事業者に対して介護保険制度より給付が行われるので、

利用者から直接利用料をいただくことはありません。但し、保険料の滞納等がある場合

はこの限りではありません。（別紙参照） 

    交通費について・・・通常の事業の実施地域内の利用者宅、サービス事業所への訪問に

は交通費はかかりません。但し、実施地域以外の居宅等を訪問する場合は交通費の実費

（但し、自動車を使用した場合には１キロメートル当たり３０円）を徴収いたします。 

交通費の徴収に関しては、事前にその旨を利用者に説明し、文書による同意を得ます。 

 

８． 苦情対応体制について 

① 支援事業者は、自ら提供した居宅介護支援または居宅サービス計画〈ケアプラン〉に位

置付けた居宅サービス等に関する利用者からの苦情に対応する窓口を設置し、迅速かつ

適切に対応します。 



 

（常設の窓口及び担当者） 

常設窓口：岡山市南区豊成三丁目 23-25 ﾋﾞｭ―ﾃｨﾌﾙﾌﾟﾗｻﾞ 101 

電話番号（086）259-0263 

管理者の氏名  裏巽 真也 

  対応時間：午前８時３０分から午後 6 時 0０分まで 

（月曜日から金曜日まで。ただし祝日を除く。） 

苦情を申し立てることにより利用者が不利益を受けることはありません。 

② 公的な苦情の申し立て窓口として、各市町村及び国民健康保険団体連合会に窓口が設置

されています。 

岡山市保険福祉局 事業者指導課（０８６）２１２－１０１２ 

岡山市介護保険課       （０８６）８０３－１２４０ 

玉野市長寿介護課       （０８６３）３２－５５３４ 

倉敷市介護保険課       （０８６）４２６－３３４３ 

岡山県国民健康保険団体連合会 （０８６）２２３－８８１１ 

③ 支援事業者は、市町村又は国民健康保険団体連合会の行う調査に協力し、その指導又は

助言に従って必要な改善を行います。 

 

９． 身分を証する書類の携行 

  介護支援専門員は、常に身分証明書を携行し、初回訪問時及び利用者や家族から提示を

求められた時は、いつでも証明書を提示します。 

 

１０． 事故発生時の対応・賠償等責任について 

① 支援事業者は、利用者に対するサービスの提供にあたって、事故が発生した場合       

には、速やかに利用者の家族・主治医、所轄する県民局及び市町村関係窓口等に連絡を

行うとともに、必要な措置をとります。 

② 支援事業者は、利用者に対するサービスの提供にあたって、事業者の責めに帰すべき事

由により、利用者の生命・身体・財産等に損害を及ぼした場合には、速やかに利用者に

対して、その損害を賠償します。 

③ 支援事業者は、前項の損害賠償のために、損害賠償責任保険に加入します。 

 

１１． 秘密保持 

① 支援事業者及びその従業員は、サービスを提供する上で知り得た利用者及び利用者の家

族に関する秘密を正当な理由なく漏らしません。 

② 支援事業者は、その従業員が退職後も、その在職中に知り得た利用者及び利用者の家族

に関する秘密を漏らすことがないよう必要な処置を講じます。 

② 支援事業者は、利用者の個人情報を用いる場合には利用者の、利用者の家族の個人情報

を用いる場合には当該家族の同意を得ない限り、サービス担当者会議等において、利用

者及び利用者の家族の個人情報を用いません。 

※ 個人情報の利用に関しては、別紙にて説明及び同意をいただきます。 

 

１２． 虐待防止のための措置について 

① 支援事業者は、利用者の人権の擁護、虐待防止のため、１）虐待防止責任者の選定、 

    ２）従業者に対する虐待防止を啓発・普及するための研修の実施、３）その他虐待防止

のための必要な措置を講じます。 

② 支援事業者は、指定居宅介護支援の提供に当たり、自事業所及び居宅サービス事業所の

職員又は、現に利用者を介護（養護）する家族等により虐待を受けたと思われる利用者



 

を発見した場合には、速やかにこれを市町村に通報します。 

 

１３．身体拘束等の適正化の推進について 

生命に危険が及ぶ場合以外に身体拘束は行いません。 

 

１４．成年後見制度の活用支援について 

  支援事業者は、適正な契約継続手続き等を行うため、必要に応じて、成年後見制度の利用方

法や関係機関の紹介など、成年後見制度を活用できるように支援します。 

 

１５．時間外･休日の対応と連絡方法 

営業日及び営業時間については、重要事項説明書（本書）の４．をご確認ください。 

営業時間外や休日であっても、緊急に連絡を必要とする場合は、事業所の電話番号にお電話

ください。介護支援専門員の携帯電話に自動的に転送になります。運転中などで電話に出る

ことができない時もあります。折り返しの連絡が必要な場合は、メッセージを吹き込むこと

ができますので、必ずお名前と連絡先を残してください。折り返しご連絡いたします。 

ご相談の内容に応じて、電話・来所・訪問等にて対応致します。 

医療的に緊急の場合は、直接医療機関等にご連絡をされるよう、お願いします。 

 

１６．その他 

① 茶菓子の接待等のお心遣いは一切不要です。 

② 金品の収受は禁止されております。 

③ 重要事項説明書に関して変更がある場合は、「変更同意書」を作成し、同意を得ます。 

④ 重要事項説明書（本書）及び居宅介護支援契約書、（個人情報の利用に関する）同意書

は、大切な書類ですので、本契約が終了するまで大切に保管して置いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




